























































京北町の編入を経て、面積 827.83 ㎢、人口 146 万 6
























「全国都市交通特性調査 2」の最新（平成 27 年、2015 年）
のデータによれば、調査の対象となった全国 70 都市
のうち、代表交通手段別構成比でバスが占める割合は





の構成比で 22.0％となっており、こちらも 70 市中の



















例えば横浜市営バスは 2017 年度の収支が 6億 1443
万円の赤字 3、東京都営バスの 2016 年度収支が 5100
万円の赤字（2017 年度は 8 億 2000 万円の黒字に転
換）4、神戸市営市営バスの 2017 年度収支が 2億 900
万円の赤字 5 となっている。100 円の収入を得るのに
必要な経費を営業係数というが、2017 年度の京都市
営バスの営業係数は 92 で、100 を下回ると収入より
も経費の方が安くなるので、黒字ということになる。
29 年度の路線網は全部で 83 系統あり、そのうち 38
系統（全体の 45.8％）の営業係数が 100 未満、残りの




























































































順位 訪問地 割合 順位 訪問地 割合
1 清水寺 65.2％ 14 京都御所 20.0％
2 祇園 49.5％ 15 京都タワー 17.1％
3 二条城 48.6％ 16 東山 12.9％
4 伏見稲荷大社 48.0％ 17 南禅寺 10.8％
5 金閣寺 47.7％ 18 龍安寺 10.7％
6 嵐山・嵯峨野 36.8％ 19 三十三間堂 10.0％
7 京都駅周辺 30.2％ 20 高台寺 9.8％
8 錦市場 27.7％ 21 平安神宮 9.2％
9 ギオンコーナー 26.1％ 22 東寺 8.2％
10 銀閣寺 24.0％ 23 東福寺 7.8％
11 八坂神社 23.4％ 24 下鴨神社 7.0％













路線名が数字だけの路線が 1 系統から 208 系統まで
65 系統（空き番号がある関係で数字と路線数は一致
しない）、北 1 系統、M1 系統、循環 1 系統などそれ
以外の路線が 18 系統ある。そのうち 100 ～ 111 の


































る 8。このうち、洛バス 100 系統を含む祇園方面へ発
着するバス乗り場が烏丸口の D1 および D2 と隣り
合って並んでおり、3月下旬から 4月上旬の桜のシー









京都市交通局が 2019 年 3 月に策定・発表した『京
都市交通局市バス・地下鉄事業　経営ビジョン（2019
年度～ 2028 年度）』の策定の検討資料とするために、































































2020 年度に 101, 106, 110, 111 の各系統にもに拡大、









































系統専用の 17 台のバスのうち 2台を改造、2019 年度































































トで、これまでは 500 円だったが、2018 年 3 月から
600 円に値上げした。一方、バスに加えて地下鉄の全
区間もフリーパスとなるバス・地下鉄一日乗車券も同
じ時期に 1200 円から 900 円へと大幅に値下げした。













年 3 月から 12 月までの間に販売されたバス一日券が
料金改定前に比べて 3割減っているのに対し、共通券
は 3.5 倍に増加している。
交通局では、さらに 2019 年 3 月に市バスと地下鉄









1時間に 5 本のバスを 10 本に増やせば輸送力は倍増
し、混雑は緩和するはずである。実際、市交通局では、











































は 30 分おき、冬期は 1時間おきで、乗降自由の乗車




















































































































































2　 これまで、昭和 62 年、平成 4年、平成 11 年、平




4　 東京都交通局 HP「平成 29 年度決算について」
より






















（2019 年度～ 2028 年度）』京都市交通局　2019 年 3
月
『観光公害』佐滝剛弘　祥伝社新書　2019 年 7 月
